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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
過
去
へ
の
遡
行

　

二
〇
一
五
年
九
月
一
九
日
、
重
要
法
案
が
成
立
し
た
。

　

平
和
安
全
法
制
整
備
法
と
国
際
平
和
支
援
法
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
日
本
と
国
際
社
会
の
平
和
、
安
全
に
寄
与
す
る

法
律
で
あ
っ
た
が
、
法
案
は
様
々
な
問
題
を
孕は

ら

ん
で
い
た
。

　

そ
れ
ら
が
表
面
化
し
、
日
本
の
安
全
が
深
刻
な
危
機
に
陥

る
の
に
一
〇
年
と
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　

再
び
国
論
を
真
っ
二
つ
に
す
る
大
論
争
を
経
た
後
、
日
本

国
民
は
憲
法
改
正
を
選
択
、
自
衛
隊
は
、
自
衛
軍
と
な
っ
た
。

厳
格
な
交
戦
法
規
の
下
、
国
軍
と
し
て
交
戦
権
を
有
す
る
存

在
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高た
か

野の

徹て
つ

也や

、
魚う

お

住す
み

惣そ
う

司じ

、
榊

さ
か
き

航こ
う

一い
ち

、
三
名
は
、
自
衛
軍

幹
部
と
し
て
少
数
精
鋭
の
部
下
を
率
い
、
日
本
の
運
命
を
大

き
く
変
え
る
重
大
事
案
に
か
か
わ
っ
た
。

　

こ
れ
は
彼
ら
の
物
語
だ
。

　

暗
が
り
に
無
線
交
信
音
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
符ふ

丁ち
ょ
う、

座
標
、
簡
潔
な
報
告
。
独
自
の
抑
揚
、
言
い
回
し
。

　

陸
上
自
衛
軍
の
戦
闘
交
信
だ
。

　

次
の
瞬
間
、
映
像
中
継
車
両
全
体
が
揺
れ
始
め
た
。
五
秒

経た

ち
、
一
〇
秒
と
な
っ
た
。
ま
だ
続
い
て
い
る
。

「
地
震
か
」

　

有あ
り

田た

将は
た

彦ひ
こ

二
等
陸り

く

曹そ
う

は
眉
を
ひ
そ
め
た
。
モ
ニ
タ
ー
と
電

子
器
材
は
フ
ル
稼
働
だ
。
液
晶
画
面
に
、
原
発
施
設
の
全
景
、

各
所
の
様
子
が
映
っ
て
い
る
。
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「
そ
れ
に
し
て
は
妙
で
す
、
二
曹
」
小た

か
な
し

鳥
遊
裕ゆ

う

太た

三
曹
が
応

じ
る
。「
初
期
微
動
継
続
時
間
が
長
す
ぎ
ま
す
よ
」

「
状
況
を
確
認
す
る
。
三
カ
メ
を
メ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー
だ
」

　

部
下
が
素
早
く
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
。

　

大
型
モ
ニ
タ
ー
に
第
三
カ
メ
ラ
の
映
像
が
出
た
。
合
図
の

よ
う
に
扉
が
開
き
、
制
服
姿
の
幹
部
自
衛
官
た
ち
が
姿
を
現

す
。

　

一
人
は
海
上
自
衛
軍
、
も
う
一
人
は
航
空
自
衛
軍
だ
。

　

海
自
幹
部
、
魚
住
三
佐
が
し
か
め
顔
を
向
け
た
。「
有
田

二
曹
、
施
設
の
動
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ろ
。
こ
の
揺
れ
は
妙
だ
」

「
単
に
震
源
が
遠
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　

有
田
が
応
じ
、
小
鳥
遊
が
後
を
引
き
取
る
。

「
あ
る
い
は
、
逆
に
震
源
が
近
く
、
今
感
じ
て
い
る
揺
れ
が
」

「
本
震
だ
と
い
う
の
か
」
魚
住
は
瞬ま

た
たく
。

　

初
期
微
動
は
、
地
震
動
の
最
初
に
訪
れ
る
小
さ
な
揺
れ
だ
。

　

こ
れ
を
Ｐ
波
（
縦
波
）
と
呼
ぶ
。
次
い
で
訪
れ
る
大
き
な

揺
れ
が
Ｓ
波
（
横
波
）。
Ｐ
波
は
Ｓ
波
よ
り
速
い
の
で
到
着

に
時
間
差
が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
足
下
が
震
源
地
の
場
合
、

到
達
時
間
差
は
ゼ
ロ
に
近
く
な
る
。

「
だ
と
し
た
ら
、
細
か
い
揺
れ
が
ず
い
ぶ
ん
長
く
続
く
な
。

普
通
、
そ
う
い
う
の
は
短
時
間
で
収
ま
る
は
ず
だ
」

　

航
空
自
衛
軍
空
幹
部
、
榊
一
尉
は
言
っ
た
。「
施
設
が
心

配
だ
。
有
田
二
曹
、
内
部
は
ど
う
な
っ
て
い
る
」

　

一
部
の
モ
ニ
タ
ー
が
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
い
た
。
有
田

は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
、
顔
を
し
か
め
る
。
部
下
に
声
を

か
け
、
予
備
回
線
を
調
べ
、
手
元
の
ス
イ
ッ
チ
を
幾
つ
か
捻ひ

ね

っ
た
。

「
榊
一
尉
、
内
部
カ
メ
ラ
は
全
て
落
ち
て
い
ま
す
」

「
は
い
。
遠
隔
操
作
撮
影
ユ
ニ
ッ
ト
の
リ
ン
ク
が
全
て
切
れ

て
い
ま
す
」

「
有
田
二
曹
、
あ
れ
！
」

　

小
鳥
遊
三
曹
の
声
に
続
き
、
車
内
に
次
々
と
男
た
ち
の
う

め
き
声
が
響
く
。

　

高
速
増
殖
炉
『
も
ん
じ
ゅ
』
の
建
屋
が
崩
れ
て
い
た
。
ド

ー
ム
型
天て

ん

蓋が
い

の
一
角
か
ら
黒
煙
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

魚
住
は
車
内
の
一
同
に
呼
び
か
け
た
。「
み
ん
な
、
落
ち
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着
け
。
榊
、
線
量
計
の
数
値
は
」

「
平
常
値
だ
。
問
題
な
い
」

　

幹
部
の
声
を
背
に
、
有
田
も
部
下
た
ち
の
掌

し
ょ
う

握あ
く

に
務
め

る
。
一
段
落
付
い
た
と
こ
ろ
で
彼
は
振
り
向
い
た
。「
魚
住

三
佐
、
撮
影
を
続
行
し
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
」

「
別
命
あ
る
ま
で
続
行
せ
よ
」

　

命
じ
つ
つ
、
魚
住
は
心
の
中
で
つ
ぶ
や
く
。
今
ご
ろ
、
こ

れ
を
見
て
い
る
防
衛
省
、
首
相
官
邸
は
大
騒
ぎ
だ
ろ
う
。
も

ん
じ
ゅ
の
防
壁
が
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
た
。
あ
り
得
べ
か
ら

ざ
る
事
態
だ
。

　

魚
住
の
感
想
は
控
え
め
と
言
え
た
。

　

こ
の
日
、
二
〇
Ｘ
Ｘ
年
三
月
一
日
。

　

大
規
模
テ
ロ
攻
撃
を
受
け
た
日
本
は
空
前
の
大
混
乱
に
巻

き
こ
ま
れ
て
い
た
。

　

発
端
は
、
例
の
国
の
内
紛
だ
っ
た
。

　

世
襲
制
社
会
主
義
を
掲
げ
る
そ
の
小
国
は
、
初
代
国
家
首

領
、
二
代
目
、
三
代
目
と
、
一
族
が
権
力
を
握
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
の
体
制
は
、
国
際
政
治
学
者
た
ち
の
崩
壊
予
測
を

悉
こ
と
ご
とく
退
け
、
な
お
も
続
く
か
と
思
わ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
突
如
問
題
が
生
じ
た
。

　

経
験
不
足
な
新
指
導
部
に
対
し
、
軍
の
一
部
が
反
旗
を

翻
ひ
る
が
えし
た
の
だ
。
新
指
導
部
は
こ
の
鎮
圧
に
失
敗
、
彼か

の
国

は
内
乱
状
態
に
陥
っ
た
。

　

一
方
、
三
八
度
線
の
南
で
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
例
の
国
を

打
倒
す
る
計
画
が
動
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
を
食
い

止
め
る
べ
く
手
を
尽
く
し
た
が
、
祖
国
統
一
を
悲
願
と
す
る

民
族
感
情
を
止
め
る
術す

べ

は
な
い
。

　

国
家
安
全
保
障
会
議
を
召
集
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、

対
応
策
の
検
討
に
入
っ
た
。
そ
こ
へ
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
恐
る
べ
き

情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
南
の
計
画
を
阻
止
す
る
べ
く
、
北
は
大
規
模
テ
ロ
攻
撃
を

準
備
中
。
標
的
は
、
南
首
都
、
半
島
各
港
湾
都
市
、
そ
し
て
、

日
本
」

「
信
じ
ら
れ
な
い
」
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阿あ

覧ら
ん

卓す
ぐ
る

博
士
は
つ
ぶ
や
い
た
。

　

放
射
性
防
護
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
バ
イ
ザ
ー
越
し
に
見
る
光
景

は
卒
倒
し
か
ね
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

原
子
炉
格
納
容
器
を
密
閉
す
る
最
終
エ
ア
ロ
ッ
ク
は
完
全

に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
本
来
な
ら
ば
厳
重
に
閉
ざ
さ
れ
、
高

度
な
安
全
監
理
下
に
あ
る
も
ん
じ
ゅ
の
中
枢
は
今
や
戦
場
だ
。

ひ
し
ゃ
げ
た
燃
料
交
換
装
置
が
痛
ま
し
い
。
装
置
付
近
の
螺ら

旋せ
ん

階
段
に
侵
入
者
た
ち
の
遺
体
が
散
乱
し
て
い
た
。

　

銃
声
が
連
続
し
た
。
陸
上
自
衛
軍
特
殊
部
隊
の
突
撃
銃
が

唸う
な

り
を
上
げ
る
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ジ
ブ
ル
弾
を
使
っ
て
い
た
。

装
置
類
に
命
中
し
て
も
弾
頭
が
砕
け
散
り
、
破
損
を
招
か
な

い
。
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
航
空
機
の
機
内
等
で
使
わ
れ
る
、

人
体
は
貫
く
が
器
材
を
傷
つ
け
な
い
特
殊
な
弾
丸
だ
。

　

日
頃
の
研
究
生
活
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
思
え
る
光
景
に
阿

覧
博
士
は
め
ま
い
が
し
た
。
奇
異
で
不
条
理
な
暴
力
連
鎖
だ
。

　

ほ
ん
の
四
時
間
前
。

　

阿
覧
は
東
京
都
内
の
研
究
所
に
い
た
。
例
の
国
の
内
乱
は

ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
い
た
が
、
他
国
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
一
転
、
爆
音
と
共
に
陸
自
の
ヘ
リ
が
舞
い
降
り
、

も
ん
じ
ゅ
の
危
機
を
伝
え
た
。

　

内
閣
官
房
が
、
例
の
国
の
特
殊
部
隊
に
福
井
県
敦つ

る

賀が

市
の

高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
が
乗
っ
取
ら
れ
た
と
告
げ
る
。

　

も
ん
じ
ゅ
は
、
ウ
ラ
ン
２
３
８
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
料

に
、
発
電
し
な
が
ら
使
っ
た
分
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
造

る
高
速
増
殖
炉
だ
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
も
高
い
。

『
警
備
は
ど
う
し
た
の
で
す
か
。
精
鋭
が
常
駐
し
て
い
る
は

ず
だ
が
』

『
機
動
隊
銃
器
対
策
部
隊
は
、
敵
特
殊
部
隊
の
攻
撃
に
よ
り

全
滅
し
ま
し
た
。
内
閣
は
防
衛
出
動
命
令
を
発
し
、
陸
上
自

衛
軍
対
原
発
テ
ロ
特
殊
部
隊
が
出
撃
準
備
中
で
す
。
阿
覧
博

士
、
も
ん
じ
ゅ
の
専
門
家
と
し
て
、
特
殊
部
隊
へ
の
同
行
を

命
じ
ま
す
』

　

陸
上
自
衛
軍
対
原
発
テ
ロ
特
殊
部
隊
〈
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
〉

は
、
か
つ
て
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
核
テ
ロ
を
未
然
に
防
ぎ
、
各
国

首
脳
と
多
数
の
人
命
を
救
っ
た
。
先
進
各
国
特
殊
部
隊
の
中
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で
も
五
指
に
入
る
実
力
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

彼
ら
と
例
の
国
の
特
殊
部
隊
攻
防
戦
は
格
納
容
器
周
辺
に

移
っ
て
い
た
。
グ
レ
ネ
ー
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
唸
り
、
四
〇

ミ
リ
榴

り
ゅ
う

弾だ
ん

が
次
々
と
爆
発
す
る
。
最
終
攻
防
戦
が
続
く
中
、

博
士
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ら
は
、
部
隊
指
揮
官
、
高
野
一
尉
を

始
め
と
す
る
隊
員
た
ち
の
無
線
音
声
が
響
き
続
け
て
い
た
。

「
敵
を
原
子
炉
に
近
づ
け
る
な
」

　

直
径
八
・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
七
・
八
メ
ー
ト
ル
の
ス

テ
ン
レ
ス
製
容
器
が
い
わ
ゆ
る
原
子
炉
格
納
容
器
。
原
子
炉

は
そ
の
中
に
あ
る
。

　

阿
覧
は
原
子
炉
格
納
容
器
の
数
メ
ー
ト
ル
手
前
に
い
た
。

　

レ
シ
ー
バ
ー
か
ら
『
Ｒ
Ｐ
Ｇ
！
』
と
響
き
、
弾
頭
が
爆
発

す
る
。
阿
覧
は
爆
風
を
受
け
、
倒
れ
た
。
そ
の
頭
上
を
火
線

が
通
過
す
る
。
ロ
シ
ア
製
Ａ
Ｋ
Ｓ
７
４
Ｕ
の
斉
射
だ
。

　

敵
兵
の
姿
が
バ
イ
ザ
ー
越
し
に
見
え
る
。
近
づ
い
て
来
た
。

最
後
を
覚
悟
し
た
博
士
は
目
を
閉
じ
る
。
発
砲
音
と
共
に
敵

が
倒
れ
た
。
友
軍
の
援
護
射
撃
だ
。

　

原
子
炉
に
近
づ
く
敵
を
斉
射
で
仕
留
め
た
高
野
一
尉
の
頬

は
引
き
攣つ

っ
て
い
た
。

　

敵
は
格
納
容
器
の
窒
素
封
入
を
解
き
、
通
常
空
気
で
満
た

し
た
。
こ
こ
で
一
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
配
管
が
破
損
し
た
ら
、

格
納
容
器
の
炎
上
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
空

気
、
水
分
双
方
に
発
火
性
が
あ
る
た
め
だ
。

「
や
ら
せ
は
し
な
い
」

　

不
意
に
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
発
射
音
が
響
い
た
。
水
平
撃
ち
で
は
な

い
。
上
を
狙
っ
た
の
だ
。
弾
頭
が
瞬
時
に
天
蓋
部
を
直
撃
し

た
。
爆
発
と
共
に
破
片
が
次
々
と
落
下
す
る
。

　

凄
ま
じ
い
衝
撃
だ
っ
た
。

　

破
片
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
。
金
属
バ
ッ
ト
で

頭
部
を
殴
り
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
打
撃
。
痛
み
は
感
じ
な
い
。

圧
倒
的
な
痺し

び

れ
と
耳
鳴
り
だ
。
高
野
は
思
わ
ず
見
上
げ
、
絶

句
し
た
。

　

透
き
通
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

蒼そ
う

穹き
ゅ
う。
そ
れ
は
災
厄
を
意
味
す
る
魔
性
の
空
。
こ
の
瞬
間
、

も
ん
じ
ゅ
の
外
部
遮
蔽
・
密
閉
機
能
は
失
わ
れ
た
。
格
納
容
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器
内
の
原
子
炉
が
破
壊
さ
れ
た
ら
最
後
、
空
前
の
核
汚
染
が

日
本
列
島
に
襲
い
か
か
る
。

「
高
野
一
尉
！
」

　

自
分
を
呼
ぶ
声
だ
。
日
本
海
か
ら
流
れ
こ
む
潮
風
を
得
て

白
煙
と
火か

焔え
ん

が
勢
い
を
増
す
。
腕
時
計
型
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
の
数
値
は
安
全
圏
を
示
す
が
、
今
後
は
予
断
を
許
さ
な

い
。

　

高
野
は
ひ
び
割
れ
た
バ
イ
ザ
ー
を
外
し
た
。

　

背
負
い
式
エ
ア
タ
ン
ク
も
外
し
、
浅
く
息
を
吸
う
。

　

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
刺
激
臭
が
、
喉の

ど

を
、
肺
を
刺
激
す

る
。

　

そ
れ
で
も
呼
吸
は
で
き
た
。
問
題
な
い
。
や
れ
る
。

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
立
て
る
白
煙
越
し
に
影
が
動
く
。
識
別
は

一
瞬
だ
。
高
野
は
Ｈ
＆
Ｋ
４
１
６
の
引
き
金
を
絞
る
。
ド
イ

ツ
製
カ
ー
ビ
ン
の
銃
弾
を
喰
ら
っ
た
敵
兵
の
後
頭
部
か
ら
血

と
脳の

う

漿し
ょ
うが
飛
び
散
っ
た
。

　

途
端
に
左
側
頭
部
を
は
た
か
れ
た
よ
う
な
衝
撃
が
疾は

し

る
。

敵
弾
の
衝

シ
ョ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ

撃
波
だ
。

　

撃
ち
返
し
つ
つ
、
高
野
は
目
を
細
め
た
。

　

燃
料
交
換
装
置
に
敵
が
取
り
付
い
て
い
た
。
フ
ル
オ
ー
ト

に
切
り
替
え
、
引
き
金
を
引
く
。
命
中
で
は
な
く
、
制
圧
効

果
を
狙
う
。
毎
分
八
〇
〇
発
で
五
・
五
六
ミ
リ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
弾

を
浴
び
せ
つ
つ
高
野
は
進
ん
だ
。

　

至
る
所
に
防
護
服
の
部
下
た
ち
、
そ
れ
に
倍
す
る
敵
兵
た

ち
が
倒
れ
て
い
る
。

　

警
報
音
が
続
き
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
炎
と
煙
を
上
げ
、
視
野

を
閉
ざ
し
て
い
く
。

　

俺
は
負
け
ぬ
。
い
や
。
死
な
ぬ
。

「
高
野
一
尉
！
」

　

振
り
向
く
。
阿
覧
博
士
だ
っ
た
。
幽
鬼
の
よ
う
な
表
情
で

指
さ
す
先
に
人
影
が
浮
か
ぶ
。

　

ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク
を
背
負
う
筋
骨
た
く
ま
し
い
男
の
シ
ル
エ

ッ
ト
。
そ
れ
が
炉
心
の
真
上
に
あ
っ
た
。
男
は
転
落
防
止
用

の
鉄
鎖
を
乗
り
越
え
た
。
原
子
炉
容
器
め
が
け
、
飛
び
降
り

る
つ
も
り
だ
。
高
野
は
Ｈ
＆
Ｋ
４
１
６
を
構
え
、
フ
ル
オ
ー

ト
で
男
に
叩
き
こ
む
。
血
煙
が
噴
き
上
が
っ
た
。
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「
万マ

ン

歳セ
ー

！
」

　

遅
か
っ
た
。
絶
叫
を
残
し
、
男
は
墜
落
し
た
。

　

次
の
瞬
間
、
原
子
炉
格
納
庫
は
凄
ま
じ
い
輝
き
に
包
ま
れ

た
。

　

光
の
渦
に
、
阿
覧
博
士
が
、
高
野
の
姿
が
融と

け
て
い
く
。

　

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
は
爆
発
し
た
。

　

原
子
炉
格
納
容
器
が
粉
砕
さ
れ
、
青
白
い
光
が
付
近
一
帯

に
広
が
っ
て
い
く
。

　

高
野
、
榊
、
魚
住
以
下
の
戦
い
は
終
わ
っ
た
。

　

終
わ
っ
た
か
に
見
え
た
。

　

そ
う
。
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
た
そ
の
瞬
間
、
彼
ら
は
時
空
を
超

え
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
の
だ
。

　

そ
の
年
代
と
到
着
先
はm

。
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第
一
章
　
大
正
一
二
年
三
月

　

澄
み
切
っ
た
空
気
の
境
内
。

　

月
明
か
り
が
ほ
の
か
に
周
囲
を
照
ら
す
。

　

神
霊
が
鎮
ま
る
聖
地
に
相ふ

さ
わ応
し
い
静せ

い

謐ひ
つ

。

　

不
意
に
そ
れ
が
破
ら
れ
た
。

　

微
か
な
う
め
き
と
共
に
男
た
ち
が
身
を
よ
じ
る
。

　

陸
海
空
三
自
衛
軍
の
軍
服
を
纒ま

と

っ
た
二
〇
名
ば
か
り
の
姿
。

　

彼
ら
は
次
々
と
目
覚
め
、
茫
然
と
周
囲
を
見
回
し
、
同
僚

の
安
否
を
問
い
、
未
だ
倒
れ
る
仲
間
を
揺
さ
ぶ
り
、
起
こ
す
。

　

や
が
て
彼
ら
は
規
律
を
取
り
戻
し
た
。
一
人
の
男
の
前
に

集
ま
る
。

「
な
に
が
、
ど
う
な
っ
た
の
で
す
、
隊
長
」

　

部
下
の
声
に
、
高
野
徹
也
一
等
陸
尉
は
即
答
で
き
ず
に
い

た
。
自
分
で
も
、
何
が
起
き
た
の
か
判
ら
な
い
の
だ
。

　

何
よ
り
、
生
き
て
い
る
の
が
奇
跡
だ
。

　

自
分
は
確
か
に
も
ん
じ
ゅ
の
爆
発
を
目
撃
し
た
。

　

青
白
い
光
に
包
ま
れ
、
凄
ま
じ
い
衝
撃
を
覚
え
た
。
そ
の

先
の
記
憶
は
な
い
。
暗
黒
の
中
に
落
ち
て
い
っ
た
。

　

意
識
を
取
り
戻
し
た
時
、
最
初
に
見
た
も
の
は
、
淡
い
月

の
光
に
浮
か
ぶ
鳥
居
の
額が

く

束づ
か

だ
っ
た
。
見
覚
え
が
あ
っ
た
。

立
ち
上
が
っ
た
高
野
は
、
そ
こ
が
も
ん
じ
ゅ
の
対
岸
に
あ
る

白し
ら

城ぎ

神
社
境
内
と
悟
る
。
任
務
上
、
原
発
周
辺
の
地
理
は
詳

し
く
把
握
し
て
い
る
。
該
当
す
る
の
は
、
社や

し
ろの
前
に
あ
る
小

さ
な
鳥
居
だ
。

　

と
は
い
え
、
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
。
肝
心
な
と
こ
ろ
は
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不
明
な
ま
ま
だ
。

「
普
通
な
ら
、
ど
う
考
え
よ
う
と
死
ん
で
い
ま
す
ね
」
阿
覧

卓
博
士
の
声
が
一
同
の
想
い
を
集
約
し
て
い
た
。

　

そ
う
。
高
速
増
殖
炉
の
爆
発
に
、
人
体
が
耐
え
う
る
は
ず

が
な
い
。
俺
た
ち
は
死
ん
だ
は
ず
だ
。

　

顔
を
見
合
わ
せ
る
一
同
に
「
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
あ
の
世

か
。
変
じ
ゃ
な
い
か
。
俺
は
一
応
、
カ
ト
リ
ッ
ク
な
ん
だ
ぜ
」

乾
い
た
声
を
発
し
た
の
は
航
空
自
衛
軍
の
榊
航
一
一
等
空
尉

だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
合
図
に
部
下
た
ち
が
一
斉
に
し
ゃ
べ
り
出
す
。

「
静
ま
れ
」
高
野
は
落
ち
着
い
た
口
調
で
達
し
、
軽
く
深
呼

吸
を
し
た
。

　

ま
ず
は
、
状
況
把
握
だ
。

　

集
合
を
か
け
、
人
数
を
確
認
す
る
。
僅
か
な
月
明
か
り
の

下
、
隊
員
た
ち
は
整
然
と
整
列
し
た
。
点
呼
が
響
く
。
陸
海

空
、
三
自
衛
軍
、
三
曹
か
ら
三
佐
ま
で
二
二
名
、
阿
覧
博
士

を
入
れ
て
二
三
名
と
出
た
。

「
配
置
場
所
の
相
関
性
は
な
さ
そ
う
だ
な
」
そ
う
指
摘
し
た

の
は
、
海
上
自
衛
軍
魚
住
惣
司
三
等
海
佐
だ
。

　

榊
一
尉
も
う
な
ず
く
。「
そ
う
だ
な
。
あ
の
時
、
俺
た
ち

は
映
像
中
継
車
両
の
中
に
い
た
。
そ
れ
が
今
は
、
こ
の
有
様

だ
。
問
題
は
」

「
実
況
員
の
有
田
二
曹
た
ち
の
姿
が
見
え
な
い
な
」
と
、
魚

住
。

「
車
両
ご
と
消
え
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
い
。
さ
ら
に
、
も

ん
じ
ゅ
周
辺
に
は
、
八
〇
〇
名
を
越
す
人
員
が
展
開
し
て
い

た
。
そ
れ
が
今
は
、
た
っ
た
の
二
三
名
だ
ぜ
」

　

榊
の
声
に
高
野
は
顔
を
し
か
め
た
。

「
だ
れ
か
、
こ
の
現
象
を
説
明
で
き
る
者
は
い
る
か
」

　

十
数
秒
の
沈
黙
が
答
え
と
な
っ
た
。
月
明
か
り
に
白
衣
は

目
立
つ
。
高
野
は
や
や
離
れ
た
場
所
に
立
つ
医
官
に
声
を
か

け
た
。

「
加か

羽ば

沢さ
わ

三
佐
は
い
か
が
で
す
」

　

中
肉
中
背
、
銀
縁
眼
鏡
の
加
羽
沢
寛の

り

雄お

三
等
陸
佐
が
静
か

に
応
じ
た
。「
現
象
自
体
は
、
私
に
も
判
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

周
辺
の
放
射
線
値
を
調
べ
る
限
り
、
正
常
で
す
。
東
京
の
平
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均
値
よ
り
む
し
ろ
低
い
く
ら
い
だ
」

　

三
佐
は
被ひ

曝ば
く

医
療
に
精
通
す
る
医
官
で
あ
る
。
高
野
は
納

得
し
た
。

「
あ
な
た
が
言
う
な
ら
確
か
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
三
佐
の

階
級
は
魚
住
と
同
じ
で
す
が
」

「
判
っ
て
い
ま
す
。
彼
が
先
任
、
私
は
そ
の
指
揮
に
従
い
ま

す
」

　

加
羽
沢
三
佐
は
配
属
か
ら
間
が
な
く
、
指
揮
関
連
教
育
は

こ
れ
か
ら
で
あ
っ
た
。
指
揮
継
承
順
位
で
揉も

め
る
要
素
は
な

さ
そ
う
だ
。

　

魚
住
は
思
案
の
表
情
だ
っ
た
。「
誰
に
も
納
得
の
い
く
説

明
は
難
し
い
か
。
二
人
と
も
、
こ
こ
か
ら
ど
う
す
る
」

　

同
期
二
人
に
尋
ね
る
魚
住
に
榊
が
応
じ
た
。

「
そ
の
前
に
、
魚
住
、
時
計
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。
俺
の
は

こ
う
だ
」

　

榊
は
Ｇ
‐
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
年
月
日
を
出

し
た
。

「
ま
る
で
無
茶
苦
茶
じ
ゃ
な
い
か
」
魚
住
が
言
っ
た
。

「
そ
う
だ
。
さ
っ
き
も
や
っ
て
み
た
ん
だ
が
、
今
が
西
暦
何

年
か
す
ら
判
ら
ん
。
こ
ん
な
事
が
あ
る
の
か
」

「
年
月
日
な
ら
判
り
ま
す
よ
」

　

魚
住
た
ち
は
振
り
向
い
た
。
阿
覧
博
士
が
何
か
を
手
に
歩

い
て
く
る
。
近
づ
い
た
博
士
は
無
造
作
に
伝
え
た
。

「
こ
れ
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
す
」

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
と
魚
住
。

　

博
士
が
新
聞
を
差
し
出
す
。
讀
賣
新
聞
だ
。

「
郵
便
受
け
に
収
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
日
付
を
御
覧
な
さ

い
」

　

高
野
た
ち
は
目
を
凝
ら
す
が
、
さ
す
が
に
こ
の
月
明
か
り

で
は
無
理
だ
。
魚
住
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
懐
中
電
灯
を
つ
け
る
。
照
度

を
最
少
に
絞
っ
て
も
は
っ
き
り
見
え
た
。

「
大
正
一
二
年
三
月
一
一
日
」

　

高
野
が
読
み
上
げ
、
榊
が
割
り
こ
ん
だ
。

「
西
暦
換
算
で
言
う
と
何
年
だ
」

「
一
九
二
三
年
で
す
」
横
か
ら
松ま

つ

園ぞ
の

征た
だ
し

二
等
陸
尉
が
答
え

た
。
彼
は
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
中
で
経
理
を
担
当
す
る
初
級
幹
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